同好会だより　　野球部

＜総括＞

７月23日、24日に行われた苫小牧大会で、Ａチームが優勝（Ｂゾーン）、Ｂチームが準優勝（Ｃゾーン）という、過去に類を見ない快挙を成し遂げました。14回に及んだ栗沢でのナイター練習、夕張での２日間の合宿、対外強化試合３回、親睦野球２回、バッティングセンターでの個人練習、と今回は本当によく練習し、充分に試合勘を養った成果ではありますが、様々な場面でサポートして下さった、応援団を始め会員の先生方、すべての方々にこの場を借りて感謝申し上げます。ありがとうございました。

Ａチームは谷本・安岡先生、Ｂチームは勝木、山田貴先生と、安定した投手２枚看板の存在がとても大きく、また他のチームに比べてエラーが非常に少なく、バットスィングは速く、ハイスピードカメラで各人の打撃フォームを解析できたことで打撃が向上し、総合力でＡ，Ｂチーム共に群を抜いていたのではないかと思います。

　次回の釧路大会（24年7月7日、8日）、ＡチームはＡゾーンで、ＢチームはＢゾーンで戦うことになります、また大いに練習をして備えたいと思いますのでご協力の程よろしくお願いいたします。

＜Ａチーム野球大会観戦記＞　　久恒泰宏
○予選第1試合　岩見沢Ａ　13－3　空知Ａ

昨年まで空知Ａチームを支えてきた安岡投手が岩見沢Ａに移籍してきたことで、最初からこの試合には勝てないと空知チームは考えていたようでした。当の安岡先生は古巣相手には投げにくいと登板を回避し、谷本投手が５回を完投しました。空知の後任エースは好投手でしたが、１回表先頭前田選手のクリーンヒットに始まり、エラー、四球、盗塁、長打、振り逃げ等の連続で４点を先制、２回裏に突然流れが悪くなって5－3と迫られる場面もありましたが、打撃・守備ともに地力の差は大きく、中盤からは圧倒して終わってみれば大差でした。

○予選第2試合　岩見沢Ａ　10－0　十勝Ｂ（３回コールド）

　満を持して安岡投手が先発し、初回の相手先頭バッターがサードゴロエラーで出たものの、直後の盗塁を武田捕手が刺してからは全く付け入るスキを与えず、３回を打者９人、ノーヒットノーランで完全に抑え込みました。（エラーが無ければ完全試合！）安岡選手は打つ方でも３打数３安打の活躍でした。最後は代打簔輪選手のショートゴロが悪送球を誘い、サヨナラ勝ちしました。

○準決勝　岩見沢Ａ　15－0　札幌Ｃ（４回コールド）

　初回１点を先制したあと安岡選手が本塁で憤死してしまいましたが、４番武田・５番谷本選手の連続四球の後、６番高師選手の２点２塁打が出て、また勢いがつき打ちまくりました。２回表は７人連続ヒット、４回表は山本選手の満塁の走者一掃３点２塁打と武田選手の場外３点ホームランが出て、ビッグイニングの連続で大量15得点。先発安岡投手は北医大 川上教授にデッドボールを与えてしまい、その後苦しみながらもその教授をけん制で刺すなどして３回を投げきり、４回裏は谷本投手がリリーフ、二人合わせてまたもノーヒットノーランを達成しました。

○決勝　　岩見沢Ａ　24－5　札幌Ｆ

　初回１点を先制した裏に２死２，３塁のピンチを迎えましたが、サードからの悪送球を一塁の倉増選手がみぞおちでとめてなんとかアウトにしてからは再び波に乗り、これでもかとばかりに打ちまくって３回表で12－0と序盤で試合を決めてしまいました。準決勝・決勝は個人打撃賞もかかっているので、また相手チームも「来年のために頑張るぞー！」と叫んでいたので、失礼があってはならないと手を抜くわけにもいかず、とても長い試合になり非常に疲れました（決勝は７回までコールドなし）。３回裏無死から突然調子を崩しアウトが取れなくなった安岡投手を谷本投手がロングリリーフし、それまで同様うまく相手を打たせたり要所で三振を奪ったりして好投しました。決勝は全員安打18安打の猛攻でした。

　結局４試合で、104打数43安打（うち本塁打１、三塁打３、二塁打17）打率.422、得点62、四死球30、盗塁51、三振7、失策はわずか4でした。投手部門でも４試合19イニングで失点8、被安打9、与四死球9、奪三振13と、二人ともほぼ完璧な内容でした。

個人記録では武田選手がＭＶＰ、前田選手が優秀選手賞、加藤選手が打撃賞1位を獲得し、打撃賞３位に高師・安岡選手が入りました。賞は逃しましたが前田選手も予選からの打率が５割を超えています。他のチーム内成績を見ますと、前田・安岡選手が最多安打7、武田・山本選手が打点王9、安岡選手が得点王10、前田選手が盗塁王12、加藤・谷本選手が最多四死球6、久恒選手が勝利打点王3（前田選手のおかげです）と失策王2でした。

＜Ｂチーム野球大会観戦記＞　　小浪知之
○予選第1試合　岩見沢Ｂ　19－1　苫小牧Ｂ（３回コールド）

○予選第2試合　岩見沢Ｂ　19－1　旭川Ｃ（３回コールド）

　試合前日の主将会議における抽選会で勝木主将が「２番を引いたら勝てそうだな」と思っていたら本当に２番を引き、くじ運の強さが今大会におけるＢチーム大躍進の原動力となった。球場はＣゾーンにありがちな小学校のグラウンドや川原の球場など外野手が後逸するとランニングホームランになるような球場ではなく、外野フェンス付きの立派な少年野球場で試合を行うことになり、選手全員ハイテンションの中、予選試合が始まった。第一試合の相手は地元開催の苫小牧Bチーム。さすが地元だけあり苫小牧チーム応援席には観客も陣取り完全アウェイの中、陰の主将で試合中人一倍声を出していた原田選手の指令による「２ストライクまで待て」そして「ボールに当たっていけ！」作戦が功を奏し、制球に苦しむ相手投手からデッドボールとフォアボールの山を築き着実に点を稼ぎ、投げては勝木投手のほとんどフォアボールの無い完投により見事19－1で勝利した。

　続く２試合目は旭川Ｃチームとの対戦。小浪選手が一塁への走塁中に右大腿屈筋(ハムストリング)の断裂を起こし、走塁不能となりダブルプレーを食らいベンチに退いた。また、川野捕手の眼鏡が壊れるというハプニングも重なり不利な状態となるも、こちらも負けじと５－４－３(山田貴、旗手、九津見選手）の併殺を決めたりと、チーム一丸となり打線も奮起し大量得点を奪い、投げては勝木－山田貴投手の見事なリレーで19－1で勝利した。

鍵谷総監督談：内野の守備もよかったし、レフト寺澤選手、センター小浪選手のところによくフライがあがり、よく取ってくれた。対旭川戦では５－４－３の併殺を決めたが、過去にも見たことがない本当にきれいに決まったプレーだった。

○準決勝　岩見沢Ｂ　12－11　室蘭Ｂ

　翌日準決勝は室蘭Ｂチームとの対戦。１、２回は打線が爆発。４番寺澤選手、打撃賞を受賞した川野選手など皆良く打った。守っては遊撃手品川選手のバックハンドキャッチなどもあり、前半は優勢に試合を進めた。しかし、３回以降は暑さとアルコールパワーが切れてきたせいで、だんだんバテてきたため徐々に追いつかれだした。最終回裏には１点差に追いつかれ12-11で二死一塁。相手バッターはそれまで快打を連発し長打も打っている首藤選手。逆転サヨナラ負けが脳裏をよぎる中、力んだ首藤選手が打ち損ねピッチャーゴロでゲームセット。辛くも勝利することが出来、決勝へ進出！来年度のＢゾーンへの昇格が決定した。

○決勝　旭川Ｂ　12－2　岩見沢Ｂ

相手投手の速球に苦戦。初回こそ１－１のタイであったが、相手打撃陣に巧く攻め込まれてしまい、旭川Ｂに徐々に点を入れられて引き離される展開になり４回終了時には10点差がついてしまった。しかし岩歯Ｂチームは皆最後まで声を出し一生懸命プレーしていた。
山田貴投手談：相手が一枚上手だった。きれいに打たれた失点ばかりで、四球もエラーも一つもなかった。

九津見監督談：大活躍していた寺澤選手が決勝終盤で疲れ果て、「レフトを代わって下さい。」と申し出たため、自分がファーストからレフトに、寺澤選手がレフトからセンターに交代したところ直後にセンターフライが来た。レフトに飛んでこなくてよかった。決勝では脱水症状で力が出なかった。来年は少し酒を控えめにしたいと思う。また、冬場のトレーニングも必要だと感じた。

旗手選手談：準決勝の最後の場面ではサードの自分もショート品川選手もさすがに「自分のところに飛んでこないでくれ。」と願った。打ち損じてくれてよかった。試合に勝てたことも勿論よかったが、それ以上によくまとまったチームになれたことが良かった。毎試合楽しくでき、とてもいい感じのチームだと思った。野球部をまとめる鍵谷会長はじめ執行部の先生方や、谷本・久恒先生の熱意が皆に伝わっているのだと感じる。

尚、敢闘賞には川野選手が選ばれ、打撃賞２位に川野選手、３位に山田貴、勝木、品川選手が入った。

